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２ アセスメントとプランニング 

このような家族再生支援の取り組みを進めるには、どのようなことから始めていく

べきなのでしょうか。 

まず、図面にいつくかの方向に伸びていく道を描きながら、そのターニングポイン

トごとに道標を立て、その道に進むことが間違いでないのかを確認できる方位磁石を

用意することと考えます。 

具体的には、保護者への虐待告知、保護者の反応、アセスメント及び保護者のタイ

プに応じた支援のプランニング、アセスメントを繰り返しつつ長期プランを練って支

援を実施していくことと言えます。 

この場合、最も大切なことは、ファミリーアセスメントを中心に、しっかりしたア

セスメントを行うことです。アセスメントの強化なしには、支援計画の作成も家族再

生支援の取り組み自体も成り立たないと考えるべきでしょう。 

 

３ 支援の方策 

アセスメントを行い、プランニングする家族再生支援の方策は多様なものとなるで

しょう。例えば、次のようなものを一例として挙げることができます。 

○子どもや保護者に提供するプログラム 

○生活を別にしながらも、親子の精神的交流を深めるアプローチ 

○家庭復帰後の生活を支援するリソース強化のための市町への支援 

○長期養護が必要となる子どもたちへの多様な家庭体験 

○出自、生育歴など、子どもの自立に必要なライフストーリーの獲得支援 

このような支援策の内容についても、本県なりの内容をしっかり形にしていくこと

が必要と言えます。 

 

４ 改正児童虐待防止法の施行によって求められるもの 

平成２０年４月に施行を控えている改正児童虐待防止法は、裁判所への令状請求、

臨検、捜索など、聞き慣れなかった条文に目が向きがちですが、改正の趣旨は家族再

生支援の取り組みの促進を図ることも目的としています。 

従来、所謂子どもを施設に預けっぱなしの保護者には、アプローチを重ねても容易

には改善は見られず、月日だけが経過していくことに無力感を感じてきました。しか

し、これは、当然子どもにとっては望ましくないことであり、「アプローチを重ねて

も改善がない → 知事の改善勧告 → それでも改善ない → 里親委託の児童

福祉法第２８条申立」という枠組みも求められることになります。そうそうスムーズ

に進めていけるものではないのですが、私たちに求められる家族再生支援とは何か、
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どのようなことに取り組もうとしているのかにしっかり目を向ける必要があると言

えます。 

 

５ 最後に 

虐待対策支援室に家族再生支援チームが設けられて半年が経とうとしています。 

センター職員でさえ、どのようなことを進めようとしているのかがわかりにくいだ

ろうと考え筆を執りました。 

上記で述べてきたように、家族再生支援とは幅広い子どもの自立支援の取り組みで

あると考え、ＦＳＷの活動支援、ＣＡＰプログラムの導入など児童養護施設との連携

強化を含め、家族再生支援の枠組みづくりを進めているところです。 

閉塞的な仕事になる傾向が強いので、各所のケース会議に参加して事例に触れる機

会を持ったり、有識者に話を聴きにいったりしながら、三重県なりの方向性を見出し、

形にしていきたいと苦闘しています。 

「天高く 馬肥ゆる秋」は、秋になり匈奴が攻めてくることを憂う歌と聞きますが、

攻めの姿勢を持って、「志高く 実り多き秋」にしたいと考えるこの頃です。 

 

市町の皆さんとの話し合いから 

 

      南勢志摩児童相談所長 西口和之 

  

４年間介護保険を担当させていただき、本年４月から南勢志摩児童相談所でお世話

になっています。 

引き継ぎでは、市町での児童相談の核となる要保護児童対策地域協議会の設置が進

められていることを聞かされ、児童福祉の分野も他の分野と同様、市町への権限委譲

が始まったかと感じました。 

要保護児童対策地域協議会については、当管内も２市１町が未設置の状況であるこ

とから、早速、市町を訪問してみました。 

市町では、合併後の人員の削減や、権限委譲されてくる業務の増加への対応に苦慮

している状況がよく分かりました。 

今我々は、あらゆる機関で人員の削減と業務の増加という、相反する条件の中で事

業を展開していくことが求められているようです。 

私も、前職場では、頻繁に変更される介護保険制度の改正に対応していくのが精一

杯で、これほど福祉施策が変更されてよいのかと感じる毎日でした。 

制度改正で生じてくる業務の増加は、定数を数人増やすような人員要求ではとうて
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い対応することは不可能な業務量であり、外部委託などを強力に進めざるを得ません

でした。 

予算や人員要求時に、職員以外にその業務はできないのか・・・・その理由は・・・・。

との質問を、何度となく突きつけられると、業務は我々職員がやることがあたりまえ

と思って、何の疑いもなくやってきた自分の考えが、現状に合わなくなってきている

ことを実感しました。 

業務の民間委託には、若干の違和感を持ちながらも、避けては通れないこともよく

分かりました。   

先日の管内市町連絡会では、現状の大変さを共有しあう話し合いになりましたが、

その中でも担当者の皆さんから、「市町では、児童福祉の関係で要保護児童対策地域

協議会、介護保険の関係で高齢者虐待防止ネットワーク、本年４月から教育委員会で

取り組みが開始された特別支援教育に関する連携協議会など、名称は違えども、よく

似た委員構成でそれぞれの協議会が設置されつつある状況であるが、これからの市町

は、国や県の縦割り業務をそのまま受けるのではなく、市町の現状に合わせた効率化

した運営形態を整えていくことが必要である。また、要保護児童対策地域協議会の設

置を機会に、特別支援教育に関する連携協議会とも合体させ、教育委員会との更なる

連携強化を図っていけばどうか。」などの積極的な意見も聞かれました。 

私はその時、市町の担当者の皆さんも日々大変な状況の中ですが、力を付けてきて

いるなとの思いを持ちました。その一方で、業務を市町に権限委譲していく立場にあ

る児童相談所のことが少し気になりました。 

今は我々からみれば、市町での児童相談は混乱の状況にあると思いますが、流れと

いうものが市町に向かっている以上、時間の経過ともに業務は必ず市町に移行されて

いきます。何年か後には、第一線の情報は市町から得なければならない状況になるこ

とや、市町の動きの遺憾が児童相談所の業務内容を左右することになることなども想

像できます。 

機関の存在価値というものは、必要性の高い業務を担当する機関が存在価値を高め

ていくのは極めてあたりまえの話しであり、今後、サービスの受け手に直結した市町

が権限委譲とともに行政機関として存在価値を高めていくことは自明です。 

私は、権限委譲というものが単に業務の移行だけではなく、機関の存在価値も含め

て動いていくことを充分肝に銘じていきたいと思っています。 
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里親制度について知ってください 
 

                         中勢児童相談所 福田有希 

 

 里親担当をさせていただいて 3 年目になります。日々の相談業務が中心となってし

まうため、里親業務に十分に時間を持てない状況でありますが、毎月 1 度、交流会に

参加させていただいており、この場は、里親さんの生の声を聞かせていただくことの

できる貴重な機会となっています。この中でよく感じる問題の一つが、里親制度が社

会にまだまだ十分に理解されていないということです。最近は、ドラマやドキュメン

タリー番組で里親をテーマとしたものが放送されることもあり、以前に比べれば制度

は広く知られるようになったと思いますが、日本では、社会で子どもを育てようとす

る意識が低いため、血縁関係にない子どもを育てるということはまだまだ聞き慣れな

いことのようです。里親家庭も、家族の一つの形態であることには違いないのですが、

近隣や地域では「特別な事情をもつ家族」と見られることもあるようです。養子とな

る子どもを迎えられた里親の場合は特に、「里親と里子」という関係でなく、ごく普

通の親子でありたいという思いを持たれていますが、周囲の理解が不十分なために、

家族として生活している事実よりも、血縁関係にない親子ということに目が向いてし

まい、「いつ事情が知れてしまうか」、「いじめられないか」と不安を感じて生活する

ことがあるようです。私は、そういった不安を持った状態が続くことで、里親さん自

身が、里親家庭であることに否定的なイメージを持ったり、さらに、子ども自身まで

もが否定的なイメージを感じて過ごしたりすることになるのでは……と、心配になる

ことがあります。    

現在は、里親委託されている児童よりも、児童養護施設に入所している児童の方が

遥かに多いため、里親制度自体が、行政機関や教育機関にさえもまだまだ十分に知ら

れていないように思います。もちろん、制度の趣旨を理解したうえで丁寧に対応して

いただける機関もたくさんありますし、これまで、特に困ることもなく、伸び伸びと

生活されている里親家庭もたくさんあります。しかし、今もなお、里親であることに

よって不便を感じたり、不安を持ったりしたという声を聞くことがありますので、今

後、里親担当として、もっと制度自体の理解を広める方法を模索していきたいと思っ

ています。今後も、生の声を聞かせていただくことによって、里親さんの思いが理解

できるように、また里親制度の充実に げられるように努めていきたいと思っていま

す。 
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スリランカから福祉の世界へ 
                  中勢児童相談所一時保護課  藤原秀雄 

 

みなさん、こんにちは。中勢児童相談所一時保護課にこの 4 月に異動してきました、

藤原秀雄です。どうぞ、よろしくお願いします。 

福祉の仕事は、以前に 2 年間、飯南多気福祉事務所における生活保護のケースワー

カー経験があるのみです。児童福祉の仕事ははじめてです。今は半年が経過しました

が、まだ失敗の連続で、戸惑うこともいっぱいで、上司、同僚に助けられています。

日々、新規採用のときのように、良くも悪くも刺激的な時間を過ごしています。 

私は、平成 16 年 7 月から平成 18 年 7 月まで、スリランカ民主社会主義共和国（以

下、「スリランカ」と記す。）へ、青年海外協力隊員として、派遣されていました。三

重県から JICA（独立行政法人国際協力機構）へ出向し、スリランカへ派遣されると

いうものでした。スリランカでの経験は、自分を見つめ直し、今後の自分の人生を考

える良い機会となりました。県庁→スリランカ→児童相談所という流れ、この流れは、

おそらく私のスリランカへの縁が与えてくれた流れなんだろうと思っています。 

今回、エミールへの寄稿の依頼を受けまして、せっかくの機会ですので、みなさん

に私のスリランカ生活について、ご紹介したいと思います。 

スリランカは大国インドの隣にある九州より少し大きいくらいの島国です。人口は

約 2,000 万人しか居ません。平成 14 年にスマトラ沖地震による津波被害があったこ

とや、今現在、民族紛争があることなどで、たびたび日本への報道がなされましたが、

普段はなかなか耳にすることのない国名だと思います。宝石や紅茶が有名で、米は 3

期作ができるほど、土地は肥えています。ちなみに私が調べたところでは、日本の大

手 100 円ショップで売られているスリランカ産の製品は、紅茶とタワシのみです。宗

教は上座部仏教が主です。人々はとても温和な性格で、人と語らい会い、人とともに

暮らすのが好きな、愛すべき国民性を持っています。とても親日的で、やさしい印象

があります。 

そんなスリランカの内陸部にあるサバラガムワ州ラトナプラ県ラトナプラ市の市

役所が私の職場でした。人口 5 万人ほどの地方都市で、地域開発ワーカーとして働い

ておりました。私は、同じ地域開発部門のワーカー3 人と協力して色々な事業を実施

しておりました。基本は住民本位（たまに市役所本位）による事業実施です。地域開

発部門は法律で決まった事務やルーティンワークを持っているわけではなく、私を含

め 4 人で、市内の貧困地域を回り、住民と協働して、創造的に数多くの事業を起こす

ことができました。自治会づくり、マイクロファイナンス（小規模金融）事業の普及、
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 実習生を迎えて 

 

総務・企画調整室 原 慎也 

 

 今回は、児童相談所で受け入れている学生実習について、お話ししようと思います。 

 当センターでは、例年、保育や社会福祉援助技術の実習生を、もちろん数に限りは

ありますが、受け入れています。この８月、９月は、学校が夏休みであるためか、大

勢の実習生がやって来ました。 

 児童相談所での学生実習は、主にセンターで行う講義、各相談所での相談業務の実

際、一時保護所業務の体験などがメニューとなっています。社会福祉の実習と一口に

言っても、障害児に対する支援に興味がある学生、非行児への接し方に興味がある学

生、機関連携に興味がある学生など、その興味の対象は様々です。しかし、児童相談

所での実習で何かを んで帰ろうとの意気込み、自分が将来、福祉の仕事で何をした

いのか？と自問自答する姿勢は、実習生に共通のもののように思います。 

 児童相談所の仕事は、計画的に進むものばかりではなく、また扱うケースもデリケ

ートで実習生には関わってもらうことができないものも少なくありません。そのため、

事前にきちんとした予定を示すことができず、それに戸惑う実習生もいたようですが、

緊急に起こって来る案件に迅速、柔軟に対応しなければならない児童相談所の実態を

分かってもらうことはできたのではないでしょうか。家庭訪問調査に同行（訪問自体

には同席しない。）した学生が、一日のうちに遠く離れた地域の調査を複数回行うの

を体験して、「想像していた以上にきつい仕事。」と驚いていたことが印象に残って

います。 

 また、児童相談所について事前学習をしている実習生であっても、相談所がどのよ

うなところであるのかについては、あまり理解をしていないようでした。それに対し、

いざ説明をしようとすると、明瞭簡潔に説明することが意外と難しいと言うこともあ

りました。我々が、当然と思っていることも、児童相談所職員以外には、分からない

と言うことを再認識し、相談所業務を円滑に進めるためにも、児童相談所がどういう

機関であり、そのような援助ができるかについて、きちんと説明して行く必要がある

との感想を持ちました。 

 最後に、実習生の方へ、社会福祉を支える仲間として、また、どこかで会えたら幸

いです。 


